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運動会へ向けて“熱く” 
 

副校長 國司 香織 

 

千秀小学校２年目を迎えました。１年目を終え、子ども達の真っ直ぐで、何事にもひたむきに取

り組んでいく素直さがわが千秀小の子ども達のすてきなところだなと感じています。また、いつも

温かく子ども達を大切に育み、私たち教職員にも温かな言葉をかけてくださる保護者の皆様と地域

の皆様にいつも支えていただいています。２年目をスタートし、副校長として、私にできることを

一つでも多く見つけ、取り組んでいきたいと考えています。どうそよろしくお願いいたします。 

 

さて、いよいよ明日の運動会当日に向け、全校を挙げて準備に取り組んできました。スローガン

は、「初紅白で 笑顔でゴール 千秀魂 ～限界こえて 勝利をつかめ！～」です。このスローガン

も子ども達から意見を募集し、運営プロジェクトが中心となって決めました。これまで赤青黄の３

チームで行ってきましたが、今年は紅白の２チームとなり、１チームの人数が増え、よりチームの

団結が大切となります。また、「限界をこえる」という部分は、昨年度もテーマとしていた「全力」

を出し切るという思い、出し切るからこそ味わうことができる達成感の中での「笑顔」など、様々な

思いが込められています。あわせて、各チームのマスコットキャラクターも子ども達のアイデアを

生かして作られました。４・５・６年で形成される運動会プロジェクトは、７つのチームに分かれ

て、事前準備、そして当日の役割とそれぞれが自分の役割を理解し、精一杯取り組んでいます。簡単

に役割を紹介します。①応援：大きな声は出せませんが、気持ちと動きを一つにして盛り上げます。

②PR：ポスターや練習風景を撮影した PR動画を作成して盛り上げ、当日もみんなの雄姿を記録に残

します。③マスコット：紅白それぞれのマスコットを今年は立体的に作成し、よりチームの象徴的

なものとしました。④運営：開閉会式の司会進行をスムーズに行えるよう練習を重ねています。⑤

アナウンス：競技開始時の放送や競技中の場面を見ながらの実況を行います。⑥聖火：開会式での

華々しい聖火入場の進行と準備、競技の得点記録を行います。⑦全校種目・準備：ラジオ体操の手本

演技、全校での種目の選定、進行誘導を行います。 

 

当日、４・５・６年は、自分の出場する演技・競技以外に役割があり、本当に忙しく活動を行いま

す。そんな姿を１・２・３年は、自分たちの演技・競技を全力で行い、応援席から精一杯の応援をす

ることで協力していき、盛り上げていきます。また、今後自分もこうなりたいと憧れを抱いてくれ

ることだと思います。 

中休み終わりにリレーの練習を指導していた先生方の「言ったら言っただけ速くなる。このまま

いったら、本番楽しみですね。」という会話が聞こえてきました。冒頭に書いたひたむきに取り組ん

でいく素直さの表れだと思いました。「全力で」を合言葉に取り組んでいますが、しっかり体現でき

ている一場面だと感じます。よりよくなる姿を目指して、全力で指導を行う先生方とその言葉を素

直に聞き、全力で取り組んでいく子ども達の姿が至る所でみられるこの時期は、学校が活気にあふ

れる学校の醍醐味を実感するときです。 

 

来賓として声援を送っていただいていた近隣校や園の先生方、地域の皆様には、ご参観をご遠慮

いただいております。次号になりますが、千秀だよりにてその様子をお届けできればと考えており

ます。まずは、明日２８日の天気が晴れでありますようにと、願うばかりです。 

 


